Key-Persons of the University Settlement Movement in England : Canon Barnett (II) by 山口, 信治
英国における大学セツルメント運動の立役者，
チャノン・バーネット（その 2）
山 口 信 治
1．いつ誰によって何が
今から 120年前“セツルメントの母”東ロンドンに大学セツルメントがオープンした。
1884年 12月末，正式には翌 1885年 1月 10日，バーネットを初代館長とし 14人の若い
青年レジデントらによってテープが切って落された。では“どこ”にその根をおろしたのだろ
うか。くわしくは拙者の「ルート Stebb’s Hyth（“landing place”旅立ちの地）」を参照。
少しキーパーソンのバーネットのいくつかの“新しいエポック”について記しておく。まず
オックスフォードのワドハムを卒業，ウンチェスター（大学院）で法学を修める。そして 1867
年，W・H・フレメントル（William H, Fremantle, 1831−1916）の招聘を請けてセント・メ
〔抄 録〕


































































































































































ンバート，J・R グリーン（J. R. Green）を集め 1つの会合を持ったそれに源流を求めること
ができる。「“一人一人がこの地に入植する者のコロニーによって貧民の問題にあたろう”」（a



















































・ミーンズ氏（Andrew. Mearns，英国国教会牧師）の『Pall Mall Gazette』俗に言う“『1
























































































































































もっとも長期間つまり 3代の館長に仕えたものがヘンリー・ワード（Henry Ward）で 1886
から 1916年まで実に 30年間，続いてバーネットの館長時代につかえた 2人がいる，1人は 17
年間苦楽を共にした T・H ナン（TH. Nunn）とキルトが 13年間，8年従事者のキングと続
く，平均してここでの滞在は 1年もしくは数年という比較的短い期間のレジデントたちであ
った。次に多少メンバーシップに変化を見せたのが第 2期で，その変化の 1つは教会関係者





デントのうち 7, 8人の者は自然科学を修めた者たちで，のちに大学の教授（65）として，また 100






































































































人物， F. G. B, ＝Francis Gilmore Barnett
S. A. B, ＝Samuel Augustus Barnett（
W. H. B, ＝William Henry Beveridge
）
盧 hipochondria，この語は 1869年米国のバアト医師（Beat G. M）の造語で，その後西ヨーロッパ
に大流行するだあろうと警告された気の病気で，めまいなどを主訴とする神経の疲れを表した病
名。
盪 住の社会組織；Pichit, J. A. R. Toynbee Hall, Lonndon, 1935”，a coloney of members of the Up-
per class”p. 1．
蘯 picht, W, Toynbee Hall and the English Settlement Movement, London, 1914, p. 30．“a living
organism”．
盻 熱病多発地；Seaman. L. C. B．著，社本・三星訳「ヴィクトリアの時代のロンドン」創元社，
1987, p. 38.
眈 スラム化した東ロンドン；C・J・ブーツ（Booth（1840−1916）の「貧困調査」によると
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瞑 罪の意識；“consciousness of sin”（B, Webb“Approtiesship”，pp. 204−208．バーネットは“社
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